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販売期間

　地域経済の活性化や消費喚起を目的として、プレミアム商品券「愛♡こうかーど」販売事業
を市と商工会が連携して実施します。

商 品 券 一 覧

※１）�児童手当受給者の皆さまへ
　平成２７年５月分の児童手当または特例給付を受給されている世帯を対象として、児童手当現況届送付の際に子ど
も・子育て応援プレミアム商品券販売通知（５月２９日発送済み）を送付しております。
　なお、受給対象者の内、一部公的機関にお勤めの方は、通知されていませんのでご連絡ください。
※２）平成２７年１月１日現在、甲賀市の住民基本台帳に登録のある方に対し、１０月頃に直接通知します。

問い合わせ

商工政策課　商工業振興係　☎６５‐０７０９／ ６３‐４０８７

愛
♡
こ
う
か
ー
ど

　
市
内
で
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

「
愛
♡
こ
う
か
ー
ど
」（
以
下
、
商
品
券
と
し
ま
す
。）を
販
売

し
ま
す
。

※�

い
ず
れ
も
額
面
１
，０
０
０
円
で
お
つ
り
は
出
ま
せ
ん
。

※
本
商
品
券
は
換
金
で
き
ま
せ
ん
。

※�

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●�

利
用
店
舗　
市
内
の
登
録
店
舗�

４
５
０
店
舗（
ス
ー
パ
ー
、
小
売
店
舗
等
）

※�

店
舗
一
覧
は
、
７
月
１
日
新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ
・
市
お
よ
び

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
６
月
の
区
長
様
へ
の
定
期
配
布
物

の
中
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品
券
購
入
時
に

も
お
渡
し
し
ま
す
。

●
利
用
で
き
な
い
も
の

◦�

公
共
料
金
お
支
払
、
有
価
証
券
や
商
品
券
等
の
購
入

◦�

事
業
者
が
事
業
活
動
に
使
用
す
る
た
め
の
物
品
、
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
調
達

◦�

自
社
商
品
の
購
買

◦�

た
ば
こ

◦�

そ
の
他（
利
用
店
舗
に
て
ご
確
認
下
さ
い
）

愛
♡
こ
う
か
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

問
い
合
わ
せ

甲
賀
市
商
工
会

☎
６
２‐１
６
７
６
／

６
３‐１
０
５
２

商
工
政
策
課　
商
工
業
振
興
係

☎
６
５‐０
７
０
９
／

６
３‐４
０
８
７

商品券区分 甲賀市プレミアム商品券 子ども・子育て応援
プレミアム商品券

生活支援向け
プレミアム商品券

概要 1セット（1,000円券12枚入り）
12,000円分を10,000円で販売

1セット（1,000円券12枚入り）
12,000円分を8,000円で販売

1セット（1000円券2枚入り）を
対象世帯に給付

商品券内訳 共通券８枚　専用券４枚 共通券２枚

対象者 甲賀市にお住まいの方
甲賀市にお住まいの方で、平成27
年5月分の児童手当又は特例給付
を受給している世帯※１

甲賀市にお住まいの方で、市民税
（均等割）が課税されていない世
帯※２

発行数 14,000セット 7,000セット 8,000セット
販売上限枚数 1人2セット 1世帯1セット

購入方法 往復はがきによる事前申し込みが
必要。 対象者に直接通知します。

10,000円で
商品券購入

12,000円分の
お買物に！

販売数 ６，０００冊

販売単価 ３，０００円（５，０００円相当の商品）
税・送料・包装代込

内容 甲賀市特産品３９品目

販売開始日時 平成27年８月１日（土）９時～

販売場所 甲賀市商工会本所及び支所 他

商品引換期限 平成28年１月31日（日）まで

※�引換期限を過ぎたカタログは、引換・換金できません。
※詳しくは７月１９日新聞の折り込みチラシをご覧ください。 ※�実際の表紙イメージとは異なる場合があります。

商品券の内容

使用期限

取扱店全店で使える「共通券」８枚（8,000
円分）と、取扱店のうち甲賀市内に本
店を有するお店で使える「専用券」４枚
（4,000 円分）がセットされています。

お　 プレミアム商品券得
購入には

事前申し
込みが

必要です

※希望多数の場合は
　抽選となります。

※�申し込み・購入方法の詳細は、7月1日
新聞の折り込みチラシ、市および商工会の
ホームページで紹介しています。

７月２６日日から
８月１日土
９時～１６時

平成２７年８月１日土から
平成２８年１月３１日日
までの６カ月間

申し込み受付期間

７月１日水
から

７月１５日水
【消印有効】

※２６日のみ１３時～１７時
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甲
賀
市
幼
保・小
中
学
校
再
編
計
画

�

（
基
本
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た

「甲賀市青少年活動 安全誓いのつどい」を開催

「市の安全管理の取り組み」
これらの取り組みにより、さらなる安全安心に努めています。

　市内で開催されるすべての事業を安全に実施するとともに、事業の安全安心を再確認する場として、青少
年活動安全誓いのつどいを開催します。
　第 8回となる今年度は、子どもたちの「生きる力」を育てることをテーマに、子どもの成長段階に応じた
安全な体験活動をはじめ、困難に立ち向かう心や知恵の育成、さらには人を育てる組織づくりについてもご
講演いただきます。
　どなたでもご参加いただけますので、皆さんのご来場をお待ちしております。

　青少年の非行は低年齢化が進む一方、犯罪に
巻き込まれ被害者にもなるなど、極めて深刻な
状況にあります。
　この月間は、地域の力で子どもをまもり、育
むことを目的として実施されます。
　少年センターでは、少年補導委員会と協力
し、健全育成や非行防止等の啓発活動を実施し�
ます。

　第６５回となるこの運動は、すべての人が、犯
罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につ
いて理解を深め、それぞれの立場において力を
合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こう
とする全国的な運動です。

　甲賀市では推進委員会を結成し、市内各所で
街頭啓発やちらし配布などの活動を展開していき
ます。市民の皆様のご理解ご協力をよろしくお
願いします。

７月は
「青少年の非行・被害防止強調月間」

７月は
「“社会を明るくする運動”強調月間」

地域の力で子どもを守り、育みましょう〜犯罪や非行を防止し、
� 立ち直りを支える甲賀のチカラ〜

問い合わせ

第６５回“社会を明るくする運動”甲賀市推進委員会
社会福祉課　☎６５‐０７００／ ６３‐４０８５

犯罪に戻らない・戻さない

問い合わせ

少年センター　☎６２‐６０１０／ ６３‐３９７７
担当：社会教育課　青少年育成係
☎８６‐８０２２／ ８６‐８３８０

◆土山地域　学区地域説明会の日程
小学校区 日　時 会　場

鮎　河 ７月２１日（火）
１９：３０～２１：００ 鮎河公民館

山　内 ７月２３日（木）
１９：３０～２１：００ 山内公民館

土　山 ７月２８日（火）
１９：３０～２１：００ 森林文化ホール

大　野 ７月３０日（木）
１９：３０～２１：００ 大野公民館

※�土山地域以外でも順次学区地域説明会を開催し、広報
紙などで日程をお知らせしていきます。

甲賀市青少年活動
安全誓いの日です

7月
31日は

［内容］　�●市の安全管理の取り組みについて�
●講演『生きる力を育てる～育成活動のリーダーシップ～』

《講師》　�一般財団法人野外活動協会専務理事� �
兵庫県キャンプ協会副会長・兵庫県教育委員� �
清
し
水
みず
勲
いさ
夫
お
氏

［日時］　7月31日（金）19時～（受付18時30分～）
［会場］　あいこうか市民ホール

■ 職場や事業ごとの安全管理体制の推進
　日々の業務や市民サービスの中での事故やけがを未
然に防ぐ取り組みとして、審査会等により各事業の安
全管理体制のチェックを行っています。また、７月を「安
全管理推進運動強調月間」と定め、各職場研修や、個々
の危機管理マニュアルの点検を実施し、安全管理意識
の共有と向上に努めています。

■ 青少年活動施設一斉安全点検を実施
　子どもたちの活動・遊びの場となる施設や野外公園
２８０カ所について、夏休み前に一斉点検を実施し、危
険箇所の点検や修理を行います。

■ セーフコミュニティの推進
　より安全安心なまちを目指して、セーフコミュニティ
の仕組みにより事故やけがの予防に取り組んでいます。
　特に「子どもの安全対策委員会」では、小中学生の
自転車事故、家庭での幼児のけが、いじめにつながる
スマートフォンのトラブル、野外活動での危険等に着目
し、各課題に沿った取り組みを順次実施しています。

■ＡＥＤの設置と講習実施
　心肺停止に際し、適切な救命措置を率先して行える
よう、市内公共施設にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を
１５９台配備しています。
　また、職員を対象として、普通救命講習やＡＥＤ操作
説明会を実施しています。

問い合わせ

社会教育課　青少年育成係　☎８６‐８０２２／ ８６‐８３８０

問い合わせ

危機管理課　セーフコミュニティ推進室
☎６２‐１８０５／ ６３‐４６１９

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
内　
教
育
環
境
整
備
室

☎
８
６‐８
１
４
８
／

８
６‐８
３
８
０

▲普通救命講習の様子

▲昨年開催時の様子

社
会
に
挑
む　

�

夢
と
力
を
蓄
え
た 

中
３
生
！

　
ま
ち
の
「
宝
」、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
育
ち
を

願
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
幼
稚
園
・

保
育
園
、
小
学
校
・
中
学
校
の

在
り
方
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
考

え
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て

こ
の
ほ
ど
「
甲
賀
市
幼
保
・
小

中
学
校
再
編
計
画（
基
本
計
画
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

▼
な
ぜ
、
再
編
が
必
要
な
の
？

　
子
ど
も
た
ち
は
集
団
の
中
で
、

多
様
な
考
え
や
行
動
に
触
れ
た

り
互
い
に
磨
き
合
い
な
が
ら
、
一

人
ひ
と
り
の
力
を
伸
ば
し
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
近
年
、
一
部
の
地

域
を
除
い
て
児
童
・
生
徒
数
が

減
少
し
、
園
・
学
校
の
小
規
模

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
に

磨
き
合
い
、
育
ち
あ
う
こ
と
が
で

き
る
一
定
の
集
団
規
模
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

▼
再
編
の
目
的
は
？

　

再
編
の
目
的
は
、
児
童
生
徒

の
「
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

健
や
か
な
体
」
な
ど
、
調
和
の
取

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
「
確
か
な
育

ち
」
が
保
障
さ
れ
る
園
・
学
校
づ

く
り
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
誕
生
か
ら
幼
稚
園
・
保
育
園
で

の
教
育
・
保
育
、
そ
し
て
、
９
年

間
の
義
務
教
育
を
通
じ
、
一
貫
し

て
『
社
会
に
挑
む　
夢
と
力
を
蓄

え
た　
中
３
生
』
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
園
・
学
校
の
学
び
の
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
す
。

　
ま
た
、こ
の
再
編
の
取
り
組
み
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
影
響

す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
丁
寧
に
説
明
し
、
広
く

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
と
と

も
に
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
託
す

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

先
ず
は
、
小
学
校
区
別
に
土

山
地
域
か
ら
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

再
編
計
画
及
び
概
要
版
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
水
口
庁
舎
）、
教
育
総

務
課
（
市
役
所
甲
南
庁
舎
）
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
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●
信
楽
火
ま
つ
り

　

信
楽
火
ま
つ
り
は
江
戸
時
代
以

前
よ
り
続
く
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。「
陶
器
づ
く
り
や
生
活
に
欠

か
せ
な
い
火
」へ
の
感
謝
と
火
に

関
わ
る
安
全
を
願
っ
て
、
新
宮
神

社
か
ら
愛
宕
山
山
頂
の
神
社
に
約

7
0
0
本
の
松
明
が
奉
納
さ
れ

ま
す
。
奉
納
提
灯
等
で
飾
ら
れ
た

約
2
．4
k
m
の
沿
道
を
長
く
連

な
る
松
明
の
炎
、
そ
し
て
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
打
ち
上
が
る
花
火
が

信
楽
の
夏
を
彩
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
陶
都
・
信
楽
ま
つ

り
実
行
委
員
会　
火
ま
つ
り
事
務
局

　
☎
０
７
４
８‐８
２‐０
８
７
３ 

　

０
７
４
８‐８
２‐３
１
１
７

●
甲
賀
夏
ま
つ
り

　

甲
賀
夏
ま
つ
り
は
、
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
味
ま
つ
り
、
花
火
大
会

な
ど
の
楽
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
抽
選
会
や
ダ
ン
ス
な
ど
地
元

の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
行

わ
れ
、
味
ま
つ
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

各
種
屋
台
が
軒
を
並
べ
、“
見
て
・

食
べ
て
・
遊
ん
で
”が
満
喫
で
き
ま

す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
大
花
火

大
会
は
甲
賀
地
域
最
大
級
の
規
模

で
、
約
1
5
0
0
発
の
花
火
が
夏

の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
甲
賀
市
観
光
協
会

　
☎
０
７
４
８‐６
０‐２
６
９
０ 

　

０
７
４
８‐６
０‐２
３
６
２

甲
賀
市

こ
う
か
し

亀
山
市

か
め
や
ま
し

　
と
き
：�

７
月
25
日（
土
）16
時
30
分
〜
21
時�

花
火
打
上
19
時
45
分
頃

　
と
こ
ろ
：�

Ｊ
Ａ
こ
う
か
駐
車
場（
甲
賀
市
水
口
町
水
口
）

信
楽
火
ま
つ
り

　
と
き
：
７
月
25
日（
土
）19
時
～

　
と
こ
ろ
：�

新し
ん

宮ぐ
う

神
社
及
び
愛あ

た
ご宕

山
周
辺�

（
甲
賀
市
信
楽
町
長
野
）

　
と
き
：
７
月
25
日（
土
）、
26
日（
日
）

　
※
山
車
の
巡
行
…�

25
日
：
18
時
～
21
時
頃�

26
日
：
17
時
30
分
～
21
時
頃

　
と
こ
ろ
：
関
宿
街
道
一
帯

関
宿
祇
園
夏
ま
つ
り

甲
賀
夏
ま
つ
り

　
「
関
の
山（
そ
こ
ま
で
が
精
い
っ

ぱ
い
）」の
語
源
と
な
っ
た
４
台
の

山や

車ま

が
、
関
宿
の
夜
の
町
並
み
を

彩
り
ま
す
。

　

見
ど
こ
ろ
は「
舞
台
ま
わ
し
」と

呼
ば
れ
る
舞
台
の
回
転
で
、
巡
行

の
要
所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

４
台
揃
っ
て
行
わ
れ
る
光
景
は
迫

力
満
点
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
夏
の
夕
べ
の
華
や
か
な

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

【
ア
ク
セ
ス
】

　

�

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
関
駅
よ
り
徒
歩

７
分
、
東
名
阪
自
動
車
道「
亀

山
Ｉ
Ｃ
」か
ら
関
方
面
へ
約
10

分（
駐
車
場
：
関
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
）

【
問
い
合
わ
せ
】

関
宿
祇
園
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局（
亀
山
市
観
光
協
会
内
）

☎
０
５
９
５‐９
７‐８
８
７
７

　
関
宿
祇
園
夏
ま
つ
り
で

は
、
ゆ
っ
く
り
動
く
山
車
に

笛
や
太
鼓
の
音
楽
が
重
な
っ

て
、
芸
術
的
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
す
。
そ
ん
な
気
分
を

味
わ
い
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
関

宿
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
私
も
毎
年
山
車
に
乗
っ
て

笛
を
吹
い
て
い
ま
す
！

と
な
り
ま
ち

３
市
ぶ
ら
り

拡
大
編

　

三
重
県
伊
賀
市
・
亀
山
市
、

滋
賀
県
甲
賀
市
の
３
市
に
よ
る

連
携
記
事
「
と
な
り
ま
ち
い・こ・

か
」
は
、
平
成
23
年
２
月
１
日

号
か
ら
連
載
を
始
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
が
持
つ
文
化
や
物
産
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
拡
大
編
と
し
て
３

市
の
夏
の
風
物
詩
「
夏
ま
つ
り
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
、
と

な
り
ま
ち
へ
い
こ
か
♪

伊
賀
市

い
が
し

○
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ

　
と
き
：
８
月
23
日（
日
）12
時
～
21
時

　
と
こ
ろ
：
上
野
銀
座
通
り
、
本
町
通
り
周
辺
な
ど

○
花
火
大
会

　
と
き
：
８
月
22
日（
土
）16
時
～
21
時

　
と
こ
ろ
：
上
野
運
動
公
園
周
辺

市
民
夏
の

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
・

伊
賀
市
市
民
打
ち
上
げ
花
火
大
会

伊
賀
の
夏
の
風
物
詩
ぐ
り
よ
。

み
ん
な
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
ぐ
り
♪

い
が
・
こ
う
か
・
か
め
や
ま

▼

伊
賀
市
観
光
大
使

　
い
が
☆
グ
リ
オ

▲甲賀市観光協会キャラクター
　にんじゃえもん

信楽町観光協会キャラクター▶
ぽんぽこちゃん

は
じ
め
、
小
物
や
雑
貨
、
衣
類
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
た
約

１
０
０
店
が
立
ち
並
び
ま
す
。

　
「
楽
座
」
で
は
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
音
楽
演
奏
、
よ
さ
こ
い
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
４
つ
の

ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
夜
空
を
彩
る

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

○�

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
：
名
阪
国
道

「
中
瀬
Ｉ
Ｃ
」
か
ら
西
へ
約
10
分

○�

花
火
大
会
：
伊
賀
鉄
道
上
野
市

駅
・
Ｊ
Ｒ
伊
賀
上
野
駅
か
ら
徒
歩

約
15
分

【
問
い
合
わ
せ
】

○�

市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
実
施
委

員
会
事
務
局（
上
野
商
工
会
議
所
内
）

　
☎
０
５
９
５‐２
１‐０
５
２
７

　

０
５
９
５‐２
４‐３
８
５
７

○�

伊
賀
市
市
民
打
ち
上
げ
花
火
実

行
委
員
会

　
☎
０
９
０‐１
７
８
２‐２
０
０
５

　

市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ

は
、「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
来

る
人
す
べ
て
が
一
日
楽
し
く
遊
べ
る

空
間
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
の
手
で
つ

く
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
15
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　
歩
行
者
天
国
と
な
る
銀
座
通
り
、

本
町
通
り
を
中
心
に
、「
楽
市
」・「
楽

座
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
「
楽
市
」
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
、
食
べ
物
や
飲
み
物
を

▲2003年に亀山市に移住した
　ブライアン・マホニーさん
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給付金にかかる詐欺や個人情報をだまし取る手口にご注意を！！

子育て世帯臨時特例� �
給付金のご案内 臨時福祉給付金のご案内

●申請場所
　保険年金課・旧支所の地域市民センター
　草津年金事務所国民年金課　

●申請に必要なもの
　・年金手帳（お持ちの方）　
　・認印
　・〔�退職された方のみ〕� �

雇用保険離職票もしくは雇用保険受給資格者証

●その他
　免除・納付猶予での「年度」は、７月～翌６月までで
す。学生である（であった）期間は「学生納付特例制度」
をご利用ください。

※�平成２６年４月より、申請時から２年１カ月前までの期
間について、さかのぼって申請することができるよう
になりました。申請を希望される方はすみやかに手
続きをしてください。
　詳しくはお問い合わせください。

平成２７年度  国民年金保険料の
� 免除申請の受付を開始します
　国民年金には、経済的な理由で保険料を納めるのが困難な方に、申請により保険料の納付が免除・猶予
される制度があります。保険料の免除・猶予申請を希望される方は申請の手続きをしてください。

問い合わせ

草津年金事務所国民年金課　☎０７７‐５６７‐２２２０
甲賀市役所保険年金課　☎６５‐０６８８／ ６３‐４６１８

問い合わせ

こども応援課　☎８６‐８４２３／ ８６‐８０２９
問い合わせ

社会福祉課　☎６５‐０７００／ ６３‐４０８５

申請期限が迫っている保険料
（保険料）年月分 申請期限
平成２５年５月分 平成２７年 ７月 １日（水）
平成２５年６月分 平成２７年 ７月３１日（金）
平成２５年７月分 平成２７年 ９月 ２日（水）
平成２５年８月分 平成２７年 ９月３０日（水）
平成２５年９月分 平成２７年１０月３０日（金）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

決
定
し
ま
し
た

平成２７年度

臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金のどちらの要件にも該当する方については、�
２つの給付金を両方とも受け取ることができます！

　消費税率引上げの影響等を踏まえ、子育て世帯
に対して、臨時特例的に子育て世帯臨時特例給付
金を支給します。

【支給対象者】
　平成27年６月分の児童手当を受給されている方
※�特例給付（平成26年中の所得が児童手当の所得
制限限度額以上の方に児童１人当たり

　月額５，０００円を支給されているもの）を受給さ
れている方は対象となりません。

【対象児童】
　支給対象者の平成27年６月分の児童手当の対象
となる児童

【支給額】
　対象児童１人につき　３，０００円（１回限りの支給）

【申請方法】
◎申請期間
　平成27年８月３日（月）から平成27年10月30日（金）まで
◎申請・受付場所
　�郵送または各地域市民センター、市民窓口セン
ター、こども応援課
※�甲賀市子育て世帯臨時特例給付金申請書は受付
開始時期に該当者へ市から送付します。

※公務員の方は、勤務先で案内があります。

　昨年４月からの消費税８％への引き上げに伴い、
所得の低い方々の負担を緩和するため、暫定的・
臨時的な措置として臨時福祉給付金を支給します。

【支給対象者】
　基準日（平成27年１月１日）に市の住民基本台帳
に登録され、平成27年度の市民税（均等割）が課
税されていない方。
※�ただし、ご自身を扶養している方が課税されてい
る場合や、生活保護制度の被保護者となってい
る場合は支給対象となりません。

【支給額】
支給対象者１人につき６，０００円（１回限りの支給）

【申請方法】
◎申請期間
　平成27年８月３日（月）から平成27年10月30日（金）まで
◎申請・受付場所
　郵送または各地域市民センター、市民窓口セン
ター、社会福祉課
※�甲賀市臨時福祉給付金申請書（請求書）は受付開
始時期に、支給対象となる可能性のある方の世
帯に送付します。

・�市の職員がＡＴＭ（銀行・コンビニ等の現金自動支払機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。
・�ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
・�市の職員が臨時福祉給付金を支給するために、手数料などの振込をもとめることは絶対にありません。
　ご自宅や職場などに市（の職員）等をかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わず社会福祉課や
こども応援課、最寄りの警察署（または警察相談専用電話（＃９１１０））にご連絡ください。

問
い
合
わ
せ

保
健
年
金
課　
後
期
高
齢
者
医
療
係

☎
６
５‐０
６
８
９
／

６
３‐４
６
１
８

　
平
成
26
年
分
の
所
得
が
確
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
の
方
の
保
険
料
の
本
算
定
を

行
い
ま
し
た
。
お
一
人
ご
と
の
保
険
料

の
額
や
、
お
支
払
い
の
方
法
に
つ
い
て

は
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
保
険
料
の
額
は
？

　
「
一
人
あ
た
り
の
定
額
の
保
険
料
（
均

等
割
額
）」と「
所
得
に
応
じ
た
保
険
料（
所

得
割
額
）」
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。
平

成
27
年
度
の
保
険
料
は
平
成
26
年
中
の
所

得
に
基
づ
い
て
計
算
し
ま
す
。

◦
保
険
料
の
支
払
方
法
は
？

　
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
「
特
別

徴
収
」
と
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
お
支

払
い
い
た
だ
く「
普
通
徴
収
」が
あ
り
ま
す
。

通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
金
額
を
年
金

か
ら
直
接
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。「
普

通
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い

れ
ば
、
口
座
振
替
か
納
付
書
で
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
被
保
険
者
の
お

一
人
お
ひ
と
り
か
ら
保
険
料
を
納
付

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
納

付
書
や
督
促
状
が
な
い
か
も
う
一
度

ご
確
認
い
た
だ
き
、
未
納
の
保
険
料

が
あ
れ
ば
早
急
に
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※�

保
険
料
の
未
納
が
続
き
ま
す
と
、
保
険

証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

�

あ
り
ま
せ
ん
か
？

保険料額の計算式

年間保険料

均等割額　４４，８８６円

所得割額
平成２6年中の総所得金額等
― 基礎控除額（３３万円）

所得割率
８．７３％

※�所得の低い方や、被保険者となる前日に職場の健康保険
の被扶養者だった方には、保険料の軽減があります。

※�均等割額・所得割率は昨年と同じ料率です。

（上限額５７万円）

 ！  ！
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★健診結果でリスクの把握を！
　生活習慣病の怖さは、自覚症状がほとんどないこと
です。リスクをそのまま放置していると、動脈硬化が
進行したり、心臓病や脳卒中を発症する危険性が高まっ
てきます。健診で自分の健康状態を知り、身体の変化
に気づくことはとても大切なことです。年一回は必ず
健診を受けましょう。

★健診結果を生活改善に活かしましょう！
　市では、生活習慣を見直すサポートを実施していま
す。生活習慣病の発症リスクのある特定保健指導の対
象となった場合は、専門家による支援で生活習慣病の
発症予防に努めましょう。
　また、自分自身や家族のために、若い頃から、自分
に合った健康づくりに取り組みましょう。

生活習慣病・がんの予防対策は
一年に一回の定期的な健診受診から

　国民健康保険加入者の特定健診や医療費情報を分析した結果に基づき、効果的 ･効率的な保健事業を実
施するため、「国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）｣ を策定しました。

【データヘルス計画の目的】
　一人ひとりが、各自の健康課題を正しく理解し、主体的に生活習慣の見直しや健康づくりに取り組むことで、健康で
いきいきと暮らせるよう、生活習慣病の発症及び重症化予防により健康寿命の延伸をめざします。

★「要精検」は必ず受診を！
　治療が必要な段階になった方は、必ず医療機関で受診し、重症化予防に努めましょう。
　また、市においても、糖尿病の重症化予防に向けた保健事業等を積極的に展開していきます。
※本計画の詳細は、市ホームページでご覧ください。 問い合わせ

保険年金課　☎６５‐０６８８／ ６３‐４６１８

0.0
40～44 45～4950～5455～5960～6465～6970～74 全体

10.0

20.0

30.0

40.0
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40.6％

44.8％
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34.3％

44.1％

43.0％

52.4％

24.5％

37.7％

31.1％
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特定健康診査　年代別受診率（平成25年度甲賀市国保加入者）

19.7％ 21.1％

26.2％ 24.4％

40.6％

44.8％

23.3％

33.5％
34.3％

44.1％

43.0％

52.4％

24.5％

37.7％

31.1％

46.9％

特定健康診査　年代別受診率（平成25年度甲賀市国保加入者）

若いから
大丈夫！との
油断は禁物です

0
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循環器系の疾患

（百万円）

新生物 内分泌、栄養
および代謝疾患

医療費総額の高い疾病分類（上位３疾病）（上位３疾病）（上位３疾病）医療費総額の高い疾病分類（上位３疾病）

高血圧
狭心症
脳内出血
脳梗塞
動脈硬化
　　　　など

胃がん
大腸がん
白血病
　　　　など

糖尿病
脂質異常症
　　　　など

　
平
成
25
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
「
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労

施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の

推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
今
年
度
の
調
達
方
針
を
策
定

し
ま
し
た
。

○
調
達
目
標　
５
０
０
万
円
以
上

○
調
達
す
る
物
品
等　

　
物
品　

�

印
刷
物
・
食
品
類
・
啓
発

物
品
な
ど

　
役
務　

�

施
設
ま
た
は
公
園
の
草
刈
、

清
掃
作
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

な
ど

○
調
達
実
績
額　
５
，４
８
８
，３
７
８
円

（
調
達
目
標
金
額　
４
３
０
万
円
以
上
）

　
市
で
は
、
駅
や
公
園
の
ト
イ
レ
清

掃
や
草
刈
業
務
な
ど
の
発
注
を
行
い

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

障
が
い
福
祉
課　
自
立
支
援
係

☎
６
５‐０
７
０
２
／

６
３‐４
０
８
５

　
　
　
　
甲
賀
市
障
が
い
者

就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等

調
達
方
針
の
策
定

　
　
　
　
物
品
等
調
達
実
績

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
は

　
公
共
施
設
の
場
所
や
統
計
情
報

な
ど
、
市
が
保
有
し
、
広
く
公
開

で
き
る
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
に
適
し
た
形
で
、
だ
れ
も
が
利

用
で
き
る
よ
う
公
開
さ
れ
た
デ
ー

タ
を
指
し
ま
す
。

　
県
内
の
事
例
と
し
て
は
、
び
わ

湖
花
火
大
会
で
の
駐
車
場
や
公
衆

ト
イ
レ
の
案
内
ア
プ
リ
に
、
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

■�

市
民
協
働
事
業
　
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト �

　
こ
の
た
び
「
一
般
社
団
法
人
ま
ち
づ
く

り
甲
賀
」
と
「
甲
賀
市
」
は
、
市
民
協

働
事
業
提
案
制
度
を
活
用
し
、
だ
れ
も

が
行
政
の
情
報
を
活
用
で
き
る
基
盤
と
し

て
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
の
整
備
を
行
い
、

利
用
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
便
利
な
サ
ー
ビ

ス
を
、
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん

と
一
緒
に
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
ち
ょ
っ
と
便
利
な
ア
プ
リ
」
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ア
プ
リ
作
成
に
興
味
の
あ
る
方
、
パ
ソ
コ

ン
は
得
意
で
な
い
け
れ
ど
「
こ
ん
な
ア
イ

デ
ア
が
あ
る
よ
」
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
内
容
】

　
第
一
回　
７
月
18
日（
土
）10
時
～
12
時

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
っ
て
何
？

　
第
二
回　
８
月
１
日（
土
）10
時
～
12
時

　
「
ち
ょっ
と
便
利
な
ア
プ
リ
」
を
考
え
る
。

【
会
場
】

　

�　
市
役
所　
甲
南
庁
舎　
２
階
大
会
議

室
（
甲
賀
市
甲
南
町
野
田
８
１
０
番
地
）

【
参
加
費
】
無
料

【
対
象
】

　

�　
高
校
生
以
上
で
、
甲
賀
市
の
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
を
使
っ
た
ア
プ
リ
開
発
や
、

地
域
課
題
の
解
決
に
興
味
の
あ
る
方

【
参
加
申
込
】

　

�　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
左
記
の
情
報
政
策
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】

　
７
月
15
日
（
水
）
17
時
ま
で

■
主
催 �

　
一
般
社
団
法
人
ま
ち
づ
く
り
甲
賀
・
甲
賀
市

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
ま
ち
づ
く
り 

　
甲
賀

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
イ
ル
が
、
全
国
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
、防
災
、観
光
、健
康
福
祉
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、ス
マ
ホ
ア
プ
リ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
、市
民
、技
術
者
、デ
ザ
イ
ナ
ー
、

そ
し
て
行
政
が
協
働
の
理
念
の
も
と
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
上
げ
、
地
域
課
題
の
解
決
を
は
か
る

新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
す
。

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み

情
報
政
策
課

☎
８
６‐８
１
７
７
／

８
６‐８
１
８
７

koka10043000@city.koka.lg.jp

市民協働事業

①�高齢者に対する交通事故防
止対策の推進

　夜間の歩行中の事故が多く発生
しています。外出時は、反射材を
着用しましょう。
②自転車の安全利用の促進
　飲酒運転・二人乗り・並進の禁止。

　夜間はライトを点灯しましょう。
　６月１日から悪質な自転車運転
者に対する安全講習が義務化され
ました。
③�全席シートベルトとチャイル

ドシート着用の徹底
　シートベルトを着用していれば、

死亡事故が防げる可能性が高くな
ります。
④�飲酒運転・過労運転の根絶
　飲酒運転は犯罪です。社会全
体で飲酒運転を根絶しましょう。

夏の交通安全県民
運動について

７月１５日（水）から７月２４日（金）まで高齢者と子供の交通
事故防止を運動の基本とした夏の交通安全県民運動が実施
されます。

～データヘルスであなたの健康づくりを応援します～

ｉｎ

平
成
27
年
度

平
成
26
年
度

運
動
の
重
点

問い合わせ

生活環境課　生活交通係
☎６５‐０６８６／ ６３‐４５８２
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であいこうか
D E A I  K O K A

4
news

1
news

　甲賀流忍者検定が６月１４日、忍の里プララで行われま
した。
　第８回となる今年は、過去最多となる１２９人の受験者
が全国各地から集まりました。
　検定は初級、中級、上級に分かれますが、初級検定
は忍者コスプレによる加点があるため、多くの受験者が
忍び装束で試験に挑みました。会場では、刀や甲冑を携
えた本格的な姿も見られ、忍の里は熱気に包まれました。

3
news

2
news

◀
検
定
試
験
に
挑
む
受
験
者

かふか２１子ども未来会議
21世紀を担う力に

▲任命を受けた２１人の子ども議員

▼各中学校吹奏楽部員による合唱

　かふか21子ども未来会議の子ども議員
任命式が５月３０日、市役所で行われました。
　この会議は、21世紀を担う子どもたち
が自ら考え行動する力を引き出す機会とし
て開催され、今年で５年目を迎えます。子
どもたちは、緊張した表情を見せながら、
一人ひとりが中嶋市長から任命書を手渡さ
れました。
　子ども議員たちは、来年１月に予定され
ている子ども議会に向け、地域の声の聞き
取りなどの活動に取り組みます。

▶
新
茶
の
味
と
香
り
を
楽
し
む
児
童

小
学
生
、新
茶
を
楽
し
む

ユ
ー
ス
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

給
食
は
新
茶
と
と
も
に

心
ひ
と
つ
に
音
を
奏
で
る

　
甲
賀
市
ユ
ー
ス
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
６
月
６
日
、
あ
い
こ

う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
市
内
７
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
一
堂

に
会
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
い
く
つ
か
の
学
校
は
、
見
せ
場
と
な
る
ソ
ロ
パ
ー
ト
の
あ
る
曲

を
演
奏
し
、
見
事
に
独
奏
を
終
え
た
生
徒
に
は
惜
し
み
な
い
拍
手

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
各
校
の
３
年
生
部
員
に
よ
る
心
を
ひ
と
つ

に
し
た
合
同
演
奏
と
全
部
員
に
よ
る
合
唱
が
、
ホ
ー
ル
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　
甲
賀
市
の
特
産
で
あ
る
「
茶
」
の
消
費

拡
大
と
お
茶
の
文
化
伝
承
の
た
め
、
市
内

の
小
学
校
で
は
給
食
時
な
ど
に
茶
葉
か
ら

淹い

れ
た
茶
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
さ
れ
る
茶
は
、
市
内
で
採
れ
た
新
茶

や
煎
茶
、
か
ぶ
せ
茶
、
ほ
う
じ
茶
、
玄
米

茶
の
５
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
日
の
給
食
に
は
、
今
年
採
れ
た
ば

か
り
の
新
茶
が
出
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
さ

わ
や
か
な
味
と
香
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

めざせ甲賀流免許皆伝
第８回甲賀流忍者検定

墨一色が作り出す美の世界

手描きカチン絵師

岡
お か

根
ね

美
み

貴
き

雄
お

さん

■ 手描きカチンとは？
　語源は定かではありませんが、室町時代以前からあった技法といわれ
ています。当時は、植物のトグサを束ねて炭化させたものをカチン棒と
いい、それを水で溶いて染料にしていたようですが、現代では墨を使用し、
小
こがすり
絣の反物に一本一本線を描きます。

■ 手描きカチンの魅力は？
　織物の黒い糸と墨が溶け合う白黒のモノトーンのセンス。例えば、花
を表現するときでも、花びらの全てではなく、影の部分を描きます。そ
うすることで、描き残した余白が輪

りん
郭
かく
として浮かび上がってきます。まさ

に「わびさび」の世界です。このように、全てを描ききらず、着る方の
人格と重なって完成されることが魅力だと思います。

■ どのような想いで作品に向き合いますか？
　現代では、着物というといろいろなしきたりがあり、
敷居の高いイメージがあります
が、長年の日本の風俗の中で
育まれた、誰にでも似合う民族
衣装の文化でもあります。気楽
に着ていただきたいです。

　“名乗らず語らず４０余年”
　甲南町出身の岡根さんは、墨一色で表現するカチンに魅せられ、
里山で密やかに描き続けてきました。
　カチンの着物は大変珍しく、昨年の秋には東京の百貨店で初めて
の展示会が開かれ、今年５月には甲南町で作品展が催されました。
　手描きカチンの魅力や作品に込められた想いについて、お話を伺い
ました。
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  ま   ち   か   ど

特派員のページ

気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所 

『
シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
』

　５月５日の子どもの日。市内外から６０人の参加者を
迎え、いきものみっけファーム滋賀主催の寺子屋が開
催されました。
　県下でも珍しいと言われる多様な生き物の生息する
田んぼで、滋賀大学生の指導を受けながら、いきも
の探し。小さな子どもや親たちは興味津々でした。
　そして、待ちに待った田植え体験。田んぼの端に一
列に並び、笛と同時に目印
の縄をスタッフが移動させ
ますが、ぬかるむ足、尻もち、
泥の感触にびっくりする子
ども、奮闘するお父さんた
ちが、自由な形での田植え
体験となりました。作業後、
泥だらけになった体を近くの
水路で洗い、心地よい疲労
を背に終了となりました。

　朝宮小学校の茶園で、５月２７日に朝宮小学校児童と
朝宮保育園の園児あわせて４０人が茶摘みをしました。
　総合的な学習時間「茶の花タイム」として、地場産
業の直接体験と地域への愛着を深めることを目的に、
茶摘みは毎年開催されています。ＰＴＡ役員や、地元老
人クラブのみなさんの指導を受けながら、児童が「一

いっ

芯
しん

二
に

葉
よう

」の摘み方を優しく丁寧に、初めて体験する園
児に教える場面もあり、世代間のつながりを感じる一
日でした。

　
平
成
27
年
度
シ
ル
バ
ー
大
学
開
講
式
が
１
６
０
人
の
受

講
生
参
加
の
も
と
、
５
月
15
日
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
大
学
は
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
さ
れ
て
い

る
60
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
こ
れ
か
ら
来
年
２
月
ま
で

の
間
、
書
道
、
コ
ー
ラ
ス
、
料
理
、
写
真
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

希
望
す
る
ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
て
受
講
さ
れ
ま
す
。
学
ぶ
楽

し
さ
だ
け
で
な
く
、
交
流
の
喜
び
も
分
か
ち
合
い
、
い
き
い

き
と
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
び
の
成
果
は
文
化
祭
や
各
地
の
行
事
で
発
表

さ
れ
る
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
大
学
を
通
じ
て
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
が
学
区
や
地
域
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
希
望
ヶ
丘
学
区
自
治
振
興
会
希
望
ヶ
丘
分
会

で
は
、
今
年
３
月
に
施
行
さ
れ
た
「
甲
賀
市
甲

賀
の
茶
及
び
甲
賀
の
地
酒
を
信
楽
焼
の
器
で
も

て
な
す
条
例
（
通
称
：
お
も
て
な
し
条
例
）」

を
活
用
し
、
住
民
交
流
行
事
や
定
期
総
会
、

ま
た
役
員
会
で
も
信
楽
焼
の
茶
碗
と
土
瓶
で
朝

宮
茶
や
土
山
茶
を
ふ
る
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
茶
葉
か
ら
淹
れ
た
お
茶
は
香
り
が
良
く
、
ま

た
器
も
独
特
の
手
触
り
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
全
て
の
行
事
や
会
議
な
ど
で
積
極

的
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

小学校の茶園で、児童と園児が茶摘み
� ［朝宮地域市民センター］

シ
ル
バ
ー
世
代
の
学
び
と
交
流
盛
ん

�

［
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

信
楽
焼
と
甲
賀
の
茶
で
お
も
て
な
し

�

［
希
望
ヶ
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

田植え体験といきものみっけ2015
� ［山内地域市民センター］

▼定期総会でも「おもてなし」

▲力を合わせての茶摘み

▲オリエンテーションに臨む受講生のみなさん

▲目印を見ながら、田植えする親子

地域市民センター地域市民センター 東西南北東西南北

　
今
年
4
月
か
ら
甲
賀
町
の
大
久
保
教
育
集
会
所
で『
シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
』と
い
う
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
わ
か
ち
合
い
」

と
い
う
意
味
合
い
を
持
つ「
シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
」は
、集
ま
っ
た
人
々
が
、持
っ
て
い
る
も
の
を
自
ら
引
き
出
し
、わ
か
ち
合
い
、向
上
さ
せ
、

社
会
生
活
に
反
映
で
き
る
た
め
の
機
会
を
提
供
す
る
場
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
カ
フ
ェ
を
訪
ね
て
、
み
な
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こうかまちかど特派員

廣
ひ ろ お か

岡いずみ

み
ん
な
の
気
軽
に
集
え
る
場
所
に
な
れ
ば

　
代
表
の
中な

か

島じ
ま

教の
り

芳よ
し

さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
話
の
苦
手

な
人
も
気
軽
に
集
ま
っ
て
過
ご
せ
る
場
と
時
間
を

大
切
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
カ
フ
ェ
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
に
は
こ
だ
わ
っ
て
毎

月
違
う
種
類
が
用
意
さ
れ
る
け
れ
ど
、
お
湯
は
コ
ー

ヒ
ー
ポ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
る
の
で
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
。

特
に
接
客
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
各
自

が
思
う
ま
ま
に
お
喋
り
し
た
り
く
つ
ろ
い
だ
り
し
て
、

ワ
ン
コ
イ
ン
（
１
０
０
円
）
を
募
金
箱
に
入
れ
て
好

き
な
時
に
帰
る
、
と
い
う
ゆ
る
～
い
ス
タ
イ
ル
。

　
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
位
置
づ
け
も
特
に
な
く
、
ご
近

所
の
方
々
も
ご
厚
意
で
お
手
伝
い
さ
れ
て
い
る
、「
き

ち
ん
と
し
た
計
画
も
あ
え
て
立
て
な
い
」
と
い
う
ス

タ
イ
ル
に
、か
え
っ
て
新
鮮
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

広
が
る
交
流
の
輪 �

　
私
が
伺
っ
た
日
も
、
破
竹
が
採
れ
た
か
ら
筍
ご

飯
を
炊
い
た
と
の
こ
と
で
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
、
農

作
業
の
途
中
で
休
憩
に
寄
ら
れ
た
方
が
山
椒
の
実

を
分
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
地
元
の
歴
史
に
詳
し
い

方
に
、
お
隣
の
長
久
寺
道
場
の
お
堂
に
祀
ら
れ
て

い
る
仏
様
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
り
と
、

自
然
に
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
、
心
豊
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ヒ
ー
以
外
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
そ
の
週
に
よ
り

カ
レ
ー
や
山
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
、
主
に
大
久
保
付

近
で
採
れ
る
食
材
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
の
で
、
そ
の

日
の
お
楽
し
み
で
す
（
コ
ー
ヒ
ー
の
み
と
い
う
週
も

あ
り
ま
す
）。

　
近
所
に
は
、
キ
ノ
コ
博
士
や
西す

い
か瓜

に
は
一い

っ
家か

言げ
ん

あ

る
と
い
う
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
、
カ

フ
ェ
で
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
近
く
の
里
山
へ
散

策
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
た
り
、
成
果
物
を
見
せ

て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

シェアカフェ
●開催日
　不定期月3回土曜日　9：00～ 12：00
●場所
　大久保教育集会所　甲賀市甲賀町大久保614-14
●問い合わせ
　ゆる～いボランティア組織
　大久保まちづくり推進委員会
　代表　中

なか

島
じま

教
のり

芳
よし

　☎ 090-2595-5038（中島）
●駐車場　有

代表の中
なか
島
じま
教
のり
芳
よし
さん▶

▲取材で訪れた日のメニュー

▲コーヒーはセルフサービス
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問い合わせ

生活環境課　☎６５‐０６９１／ ６３‐４５８２

問
い
合
わ
せ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

交
流
推
進
係

☎
６
５‐０
６
０
４
／

６
３‐４
５
５
４

対 象 建 築 物
　・甲賀市内にある木造住宅
　・昭和５６年５月３１日以前に着工され完成している住宅
　・階数が２階以下かつ延床面積が３００㎡以下の住宅
　・延床面積の半分以上を住居としている住宅
　・木造軸組工法で建築している住宅
　・過去に耐震診断を実施していない住宅

申 込 期 限
　平成２７年１２月末まで

申 込 窓 口
　住宅建築課（水口庁舎２階）

　耐震診断を受けて、倒壊する可能性が高いと判定さ
れた住宅（上部構造評点０．７未満）について、上部構
造評点０．７以上にするために耐震改修をする場合は、
改修工事費の一部を補助する制度があります。
　補助内容は次のとおりですので、耐震改修をお考え
の方は工事をされる前にご相談ください。

木造住宅無料耐震診断
および耐震改修支援制度のご利用を
　昭和５６年５月以前に建てられた住宅は、耐震基準が緩やかであったため、地震が発生した場合に大きな�
被害を受ける可能性があります。
　市では地震から生命や財産を守るため、木造住宅の無料耐震診断と耐震改修補助を実施しています。

問い合わせ

住宅建築課　建築係　☎６５‐０７２５／ ６３‐４６０１

対象となる工事費 50万円超
100万円以下

100万円超
200万円以下

200万円超
300万円以下 300万円超

耐震・バリアフリー
改修事業補助金 10万円 20万円 30万円 50万円

木造住宅耐震化
緊急支援補助 × 30万円 30万円 30万円

高齢者（65歳以上）
世帯割増 × 10万円 10万円 10万円

補助金合計額 10万円 60万円 70万円 90万円
　これに加えて、県産材の利用数量に応じて県産材利用耐震改修モデル事
業補助が 5～ 20万円が上乗せされます。
※バリアフリー改修工事のみを実施される場合は、この補助金の対象となりません。

１．無料耐震診断 2．耐震改修補助

　
不
要
な
小
型
家
電
は
従
来
か
ら
燃
え
な
い

ご
み
の
う
ち
小
型
電
気
製
品
と
し
て
分
別
し

て
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
平
成
26

年
４
月
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
有
用
金
属
が

資
源
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

☎
６
５‐０
６
９
０
／

６
３‐４
５
８
２

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
小
型
家
電
は
、
県
内

で
初
め
て
環
境
大
臣
の
認
定
を
取
得
し
た
市

内
の
廃
棄
物
処
理
事
業
所
に
よ
り
、
細
か
く

破
砕
、
選
別
さ
れ
、
従
来
よ
り
も
多
く
の
有
用

金
属
が
資
源
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
ノ
ー
ト

型
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
等
の
個
人
情
報
を
含

む
機
器
（
粗
大
ご
み
は
除
く
）
に
つ
い
て
は
、

不
燃
物
処
理
場
や
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
執
務
時
間
内
に
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
ご
み
集
積
所
等
に
出
さ
れ
る
場
合
は
、

デ
ー
タ
を
削
除
し
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
引
き
続
き
ご

み
の
分
別
、
資
源
化
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

不
要
な
小
型
家
電
は

�

資
源
に
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
市
民
活
動

団
体
か
ら
の
提
案
を
受

け
、
市
役
所
の
担
当
課

と
一
緒
に
公
益
的
な
事

業
を
行
う
「
市
民
協
働

事
業
提
案
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
８
つ
の
協
働
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
一
つ
、『
異
文
化
が

溶
け
合
う
サ
ロ
ン
事

業
』
が
５
月
23
日
に
水

口
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
国
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
々
と

【
相
談
日
】

　
第
１・３
土
曜
日　
13
時
～
16
時

【
会
場
】

　
市
役
所　
水
口
庁
舎

　
詳
し
く
は
、
毎
月
15
日
号
の

広
報
あ
い
こ
う
か
「
情
報
の
ま

ど
（
相
談
コ
ー
ナ
ー
）」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】

　
顔
写
真
、
ま
た
は
全
身
の
写
真

の
い
ず
れ
か
１
枚

※�

事
前
申
込
不
要
・
相
談
登
録

無
料

結
婚
相
談
員
は
次
の
方
々
で
す
。

�

（
地
域
別
五
十
音
順
）

坂さ
か
ぐ
ち口　

忠た
だ

夫お　
（
水
口
）

林は
や
し　

惠え

み

こ

美
子　
（
水
口
）

宮み
や

路じ　
茂し

げ
の
り徳　

（
水
口
）

久く

ぼ保　
重じ

ゅ
う

衞え
い　

（
土
山
）

村む
ら

田た　
雅ま

さ

子こ　
（
土
山
）

市い
ち
お
か岡　
泰や

す
ひ
こ彦　

（
甲
賀
）

村む
ら
や
ま山　
惇あ

つ

子こ　
（
甲
賀
）

今い
ま
む
ら村
美み

さ

え

佐
恵　
（
甲
南
）

奥お
く
む
ら村
し
を
子こ　
（
甲
南
）

山や
ま
か
わ川　
定さ

だ
い
ち一　

（
甲
南
）

宇う

だ田
美み

き

こ

輝
子　
（
信
楽
）

奥お
く
む
ら村　
眞ま

さ
よ
し好　

（
信
楽
）

素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
�

探
し
の
お
手
伝
い

　
市
で
は
未
婚
の
男
女
に
パ
ー
ト
ナ
ー
を
紹
介
す
る
結
婚
相
談

所
を
定
期
的
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
市
が
委
嘱
し
た
12
人
の
相
談
員
に
よ
り
月
２
回
の
相
談
会
を

開
催
、
年
１
回
パ
ー
テ
ィ
ー
や
交
流
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

し
て
お
り
、
気
楽
な
雰
囲
気
で
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課　
農
政
係　
☎
６
５‐０
７
１
１
／

６
３‐４
５
９
２

体感しょう！異文化交流

５
人
の
日
本
人
の
方
が
、
体
を
動

か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
自
分

の
国
の
ダ
ン
ス
や
歌
の
披
露
を
し
、

賑
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
普
段
、近
く
で
出
会
っ
て
い
て
も
、

何
だ
か
遠
い
存
在
に
感
じ
る
外
国

人
住
民
の
方
で
す
が
、
交
流
会
を

き
っ
か
け
に
、
国
を
越
え
た
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
理
解

は
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
楽
し
い
テ
ー
マ
の
交
流

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
７

月
19
日（
日
）に
は
、「
お
肉
d
e
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
」が
水
口
ス
ポ
ー

ツ
の
森
の
西
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏の節電のお願い

※�エアコン２８℃設定やこまめな消灯、冷蔵庫
の温度設定を弱めるなど、日常生活の中で
実施可能な節電をお願いします。

※�高齢者や乳幼児、体調が悪い方のおられる
ご家庭では、健康上支障のない範囲での節
電をお願いします。

　この夏、関西電力管内では電力は不足し
ない見通しですが、余裕のある状況とは言え
ません。日頃から無理のない範囲で節電に
取り組んでいただきますようお願いします。

７月１日（水）〜９月３０日（水）
平日９時から２０時まで
（８月１３日（木）～１４日（金）を除く）

期 間

行政情報番組 きらめきこうか 番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。
（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

コーナー名  
放映日 ６月２７日～７月４日 ７月４日～１１日

きらめき情報局 知っておこう！
福祉医療制度

マル福受給券
更新手続き

くらしナビ 歯とお口は健康ですか？ 全ての人に図書館を
使ってもらえるサービス

エンディング 油日にこにこ園
くまぐみ

大原にこにこ園
ひよこ・りすぐみ

【平日／１日１０回放送】�７時・１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・２２時・
２３時３０分・２時３０分

【休日／１日９回放送】７時・１０時・１３時・１５時３０分・１７時・２０時・２２時・２３時３０分・３時

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９
※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組
内容が変更する場合があります。

▲体を動かすコミュニケーション
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情報のまどinformation

information

情報のまどinformation

information

時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥ 料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法  受  申込受付日時等 〆  申込締切  問  問い合せ先 他その他

体験☆ねんどが動くアニメをつくろう！
～クレイアニメの世界へ～

時  ７月１９日（日）１０時～１６時
所  あいこうか市民ホール　展示室
内  粘土を使ったアニメーション作り
対  小学生（１・２年生は保護者同伴）
定  先着５０人　￥ １人５００円
方  あいこうか市民ホール窓口にお
越しください（電話申込不可）

受  ７月１１日（土）１０時～
※ 昼食はご持参ください。
問  申  あいこうか市民ホール（月
曜休館）
☎６２−２６２６／ ６２−２６２５

水口歴史民俗資料館ロビー展
「モノからみる戦争の記憶」
　収蔵資料と地域に残る資料約２０
点から、戦争の記憶を振り返ります。
時  7月11日（土）～9月2日（水）10時
～17時　休館日　木・金曜日

所  水口図書館・水口歴史民俗資
料館ロビー　￥ 観覧料無料

問  水口歴史民俗資料館
☎６２−７１４１／ ６３−４７３７

甲賀市エコライフ講座
野洲川自然教室
時  ７月２０日（月・祝）９時～１２時�
<雨天の場合は７月２６日（日）>

所  野洲川鹿深大橋左岸河川敷
　（水口町和野）
内  河川の生き物や、河川で観察
するときの注意点などの学習会

対  市内の5歳以上小学生以下の子
どもとその保護者（保護者１人
について子ども３人まで）

※ 先着順。人数制限あり。
持  筆記用具、帽子、タオル、水筒、
デジカメ（必要な場合）

問  申  滋賀県南部流域下水道事務所
☎０７７−５６４−１９００

自動交付機「戸籍証明の
発行停止」のお知らせ

時   ７月２４日（金）１７時～20時�
 ７月25日（土）・２６日（日）終日

内  戸籍システムの改修に伴い、戸
籍証明の発行業務を停止します。
大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

※ただし住民票、印鑑証明書は
発行可能です。戸籍の証明書
が必要な方は、お早めに交付
を受けてください。

問  市民課
☎６５−０６８３／ ６５−６３３８

相 談
税理士による税務相談

時  ８日（水）・２２日（水）１３時３０分
～１６時３０分（受付１６時まで）

所  水口納税協会　３階　会議室
定  予約制で先着６人（１人約３０分）
￥ 相談無料　※ 要申込
問  申  水口納税協会
☎６２−１１５１／ ６３−０１７３

高齢者・障がい者なんでも相談会
　弁護士・司法書士・社会福祉士・行
政などの専門職による相談会です。
時  ７月１８日（土）１３時３０分～１６時
所  湖南市保健センター（湖南市夏
見５８８番地）

※ 予約不要・相談無料
※ 手話通訳が必要な方は事前に
ご連絡ください。

問  甲賀・湖南成年後見センター
　ぱんじー（甲南庁舎２階）
☎８６−６１６１／ ８６−６１９９

所  水口教会会堂（水口町城東３番２１号）
内料理や実験、ものづくりなどを通じ
ての小学生の遊び場・居場所づくり

対  小学生　※要申込
他  参加費・申込方法など、詳しく
は、ＮＰＯさんまクラブにお問
い合わせください。

問  申  ＮＰＯさんまクラブ
☎７６−３４１４／ ７６−３４１３

『フナズシ漬け方講習会』
受講者募集

時  8月5日（水）9時～16時
所  甲賀市くすり学習館
対  市内に在住・在勤の方で、昨年
に受講されていない方

※あくまでも自宅用のため、売買
目的の方はお断りします。

定   先着30人
￥ 塩切り鮒代（メス）15,000円�
約5kg、25尾前後

方  電話による受付。7月15日（水）
9時30分受付開始。

問  申  甲賀市フナズシ愛好会（担当：西
にし

田
だ

）
☎ 88−8020

お知らせ

下水浄化センター
親子見学会が実施されます

　湖南中部浄化センター（草津市八
橋町字帰帆 2108）の見学と実験を
行う見学会が実施されます。
　汚水がどのようにしてきれいになっ
ていくのかを学ぶことができます。
時  ７月２8日（火）、２９日（水）、３０日（木）
各日９時１５分～１２時

対  小学生（保護者同伴でお願いし
ます。）

内  センター見学・顕微鏡観察・実験等
方７月２３日（木）までに電話で申し
込んでください。

受  ９時～17時
※ 土、日、祝日は除きます。
※ 希望日と住所、氏名、学年、
電話番号を伝えてください。

同時開催　「親子さかなつかみ大会」
主催／野洲川を愛する会
※ 「親子さかなつかみ大会」参加
の場合は、申し込みが必要。

￥ １人３００円（当日徴収）
〆  ７月１３日（月）　定  先着１５０人
問  申  生活環境課
☎６５−０６９１／ ６３−４５８２

野洲川の石の観察会
　野洲川の石の種類を観察し、石
の標本を作ることにより、地域の
成り立ちを調べます。
主催／一般社団法人　滋賀県骨材
協会・甲賀市教育委員会後援

時  ７月２９日（水）１０時～１２時
所  水口スポーツの森周辺の野洲川
対  小・中学生、保護者
講  磯

いそ

部
べ

敏
とし

雄
お

氏（八日市地学趣味
の会）、小

こ

西
にし

省
しょう

吾
ご

（みなくち子
どもの森自然館）

￥ 無料　〆  ７月１７日（金）
方  参加者全員の氏名、性別、年齢、
住所、電話番号を下記へ

問  申  みなくち子どもの森
☎６３−６７１２／ ６３−０４６６

募 集

放課後学童児童クラブ事業
「土曜・放課後さんまクラブ」
利用者募集

時土曜日（第１土曜日及び８月を除
く）13時30分～16時30分� �
平日（日曜日・祝祭日・８月およ
び年末年始を除く）放課後～17
時30分

問  水口スポーツの森　☎・ 62‐7529
水口スポーツの森遊泳用プールは7月18日（土）から8月31日（月）まで利用できます。　

甲賀市民スタジアム　7月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
5 日 8：30～16：30 甲賀市民球技大会(成人･軟式野球)
11 土 8：30～17：00 天皇賜杯大会県予選(成人・軟式野球)

18･19･21･
22･(23)･24

土･日･火･
水･(木)･金 8：30～17：00 夏季総合体育大会(23日予備日)　(中学生・軟式野球)

25･26･(27) 土･日･(月) 9：00～17：00 全国クラブ選手権東近畿予選(27日予備日)(成人・硬式野球)

多目的グラウンド　7月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
4･(7) 土･(火) 9：00～15：00 水口ライオンズ杯争奪　グラウンド･ゴルフ大会(7日予備日)
5･20 日･月(祝) 9：00～17：00 高円宮杯U-18 滋賀県リーグ(高校生・サッカー)
12 日 9：00～17：00 高円宮杯U-15サッカーリーグ(中学生)
18･19 土･日 8：30～17：00 第4ブロック夏季総合体育大会(中学生・サッカー)
25 土 9：00～17：00 関西ヤマトタケルリーグ(中学生・サッカー)

陸上競技場　7月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
4･19･
25･26 土･日 9：00～17：00 甲賀市陸協･マスターズ交流練習会（個人使用可）

11 土 8：30～12：30 第４ブロック中体連チャレンジ記録会（陸上）

12 日 10：00～18：00 JFLリーグ戦　Mi-Oびわこ滋賀  VS  流経大ドラゴンズ龍ヶ崎
入場料　一般　1,000円　小・中・高校生　500円　　キックオフ　15：00

18 土 9:00～12:00 陸上競技教室

年間予約していない一般利用者のための確保日（10月分）のお知らせ 10月分利用申し込み締切日
野球場（市民スタジアム） 多目的グラウンド 締切日 7月28日（火）
10月3日(土)・18日(日) 10月10日(土)・25日（日） 抽選日 8月  2日（日）

水口スポーツの森へ行こう　7月の催し

みなくち子どもの森 催し案内
平成27年度甲賀市市民協働事業の関連イベント

（いきものみっけファーム滋賀推進協議会との共催）
自然館特別展「田んぼの生きもの」
会期／7月11日（土）～9月13日（日）
場所／みなくち子どもの森自然館
入館料／大人200円　小中学生100円
※7月7日（火）は展示換えのため臨時休
園します

田んぼの「いきものみっけ探検隊」
説明会＆観察会
日時／7月26日（日）10時～12時
持ち物／参加費100円、野外用の服装
（長そで・長ズボン、帽子、できれ
ば長靴）、飲み物
場所／みなくち子どもの森園内
対象／小学1年生以上向け
定員／観察会は30人（先着順）
申込方法／参加者全員の氏名・住所・電
話番号・子どもは年齢か学年を7月24
日（金）17時までに下記の問合先へ

７月　ミニイベント
開催日時・内容／� �
「しぜんさんぽ」　7月18日（土）14時
〜15時
　「夏の星空観察」　7月17日（金）19時
30分〜21時� �
「野洲川で見つかる化石の話」　7月
25日（土）14時〜14時30分

場所／みなくち子どもの森自然館
対象／子どもから大人まで（小学3年生
以下は保護者同伴）

定員／各行事15～20人
参加費／各行事100円以内（館内行事は
入館料が別に必要）

申込／「夏の星空観察」のみ申込必要
です。7月16日（木）の17時までにお
申込ください。参加者全員の氏名・
連絡先・子どもは年齢を問合先まで

夏季連続講座「昆虫」
日時／7月19日（日）・20日（祝）10時～15時、8月22日（土）10時～12時
場所／みなくち子どもの森園内と自然館
対象／小学1年生～大人（小学3年生以上向けの内容です）
定員／20人（先着順）
申込／参加者全員の氏名・住所・電話番号・子どもは年齢または学年を7月17日
（金）17時までに問合先へ
持ち物／参加費500円、野外用の服装、7月19・20日は昼食持参、飲み物など（詳
しくはお知らせします）

問  みなくち子どもの森自然館 　☎ 63-6712 ／ 63-0466

あなたにはどんな“志”がありますか

平成27年6月15日～平成27年8月31日
平成27年9月1日～平成27年9月20日

放送大学

http://www.ouj.ac.jp

10月 入 学 生 募 集 中！

放送大学 検　索

※詳細については、学生募集要項・ホームページにてご確認下さい。
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時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥ 料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法  受  申込受付日時等 〆  申込締切  問  問い合せ先 他その他

催 し
夜空旅人（天体観望会）

「勇者ヘルクレスのおはなし」
時  ７月１１日（土）１９時３０分～２１時３０分
所  かふか生涯学習館
内  天体のお話、金星・木星・土星
などの観望

方電話にて申込先まで
〆  ７月１０日（金）　定先着２０人
※ 天候不良、申込者少数の場合、
７月２５日（土）に延期

問  申  かふか生涯学習館
☎８８−４１００／ ８８−５０５５

東海道伝馬館　夏まつり
「なな・ナナ市」
～おとなも子どもも寄っといで！～

時  7月11日（土）10時～14時
所  東海道伝馬館
内  ①サイコロころころキャンディ
Get　②伝馬茶屋③フリーマー
ケット④手作り体験コーナー⑤
ギター演奏（10時30分～10時
50分）⑥バルーンアート（11時
～11時30分）⑦ハンドベル演奏
（12時30分～13時）
※ ①・⑤・⑥・⑦は無料
※ 販売益は東日本大震災義援金として寄付
問  東海道伝馬館（月火休館）
☎・ 66−2770

信楽中央病院　健康塾
時  ７月１５日（水）１４時～１６時
所  信楽中央病院　２階リハビリ室
内  実践「介護①」家族・自分のた
めに　らくらく基礎介護術①

地域の国際化・多文化共生のための
「ともに生きる地域づくり」サポーター
募集説明会開催

　国際交流や国際理解教育などの
知識や経験を生かして、多様な人
や文化がともに生きる地域づくり
のために、一緒にメニューをつくっ
ていただける方を募集します。
時  7月11日（土）　10時～12時
所  自主活動センターきずな�
2階　会議室　〆  7月8日（水）

内  地域における多文化共生とは？
サポーターとは？メニューとは？

他この事業は未来ファンドおうみ助
成事業2015ナカザワNEOフレン
ドシップ基金を受けて実施します

問  申  甲賀市国際交流協会　
☎６３−８７２８

土山歴史民俗資料館夏季企画展

「村の紺
こ う や

屋さんの型紙」
　かつて甲賀市で営まれていた紺
屋から寄贈された型紙を、染めに
使われていた道具とともに紹介。
時  7月18日(土)～9月27日(日)�
開館時間　10時～17時

所  土山歴史民俗資料館第2展示室
休館日　月・火曜日　￥入場無料
夏休み KIDSワークショップ
「ミニ色紙を作ろう」
　型紙職人から手ほどきを受けなが
ら、伊勢型紙の彫刻体験をします。
　伝統の職人技を体験でき、夏休
みの宿題にもピッタリです。
時  7月23日（木）13時～15時30分
講  伊勢型紙技術保存会（鈴鹿市）
対  小学生（小学2年生までは保護者同伴）

内  野外炊飯・自然散策・キャンプ
ファイヤーほか

対  市内の小学校４年生～中学校３年生
定  ５０人（応募多数は抽選）
〆  ７月２３日（木）　￥ 12,000円
※ 募集チラシは小・中学校を通じ
て対象者に配布します。

問  申青少年自然活動支援センター
☎８６−８０２２／ ８６−８３８０

身近に楽しくエコを考えるつどい
「ライトダウンキャンペーン＆キャン
ドルライトコンサート」
時  ７月４日（土）１6時３０分から
所  碧水ホールロビー　￥ 無料
内  廃食油を再利用したエコキャンドルの
灯り　コンサート　出演／yokko他

問  生活環境課
☎６５−０６９１／ ６３−４５８２　

「第51回公立甲賀病院健康講座」
のご案内

　当院では、地域の方を対象に「健
康講座」を定期的に開催しています。
　今回は、『気を付けよう！大腸が
ん』のテーマで、当院の消化器内
科医師によるお話です。
時  7月11日（土）14時～15時30分
ごろ

所  公立甲賀病院　講堂（甲賀市水
口町松尾1256番地）

内  講演テーマ：気を付けよう！大腸がん
講  公立甲賀病院　消化器内科部
長　髙

たか
谷
や
宏
ひろ
樹
き

対  地域住民の皆さん・医療従事者など
定  150人　￥ 無料
申  公立甲賀病院　地域医療連携部
☎６２−０２３４㈹／ ６２−５２７３

定  15人（先着順）　￥  350円（材料費）
方  電話またはFAXで下記まで
〆  7月17日（金）
問  申   土山歴史民俗資料館�
（月火休館、10時～17時）
☎６６−１０５６／ ６６−１０６７

甲南ふれあいの館企画展
「おじいちゃん・おばあちゃんの一年
　～ちょっと昔のくらし～」
　昭和２０〜３０年代の農家の暮ら
しを紹介します。
時  7月25日(土)～12月20日(日)�
開館時間　10時～17時

所  甲南ふれあいの館　展示室　
休館日　月・火曜日、8月12日
（水）～14日（金）　￥ 入場無料
なつかしのふれあい体験教室
「みずでっぽうづくり」　

時  ７月26日（日）10時～12時
所  甲南ふれあいの館
内  竹を使ったみずでっぽうづくり
対  小学生以上（小学2年生までは
保護者同伴）　

定  15人（先着順）　￥ 200円
問  申  甲南ふれあいの館（月火休
館、10時～17時）
☎・ 86−7551

ニンニン忍者キャンプ
～めざせ！キャンプの達人～

時  ８月１８日（火）８時～２２日（土）１２時３０分
《４泊５日 テント３泊・青年の城１泊》
※ 事前研修会・保護者説明会を８
月８日（土）１8時3０分～忍の里
プララにて開催します。【キャ
ンプのみの参加はできません】

所  滋賀県希望が丘文化公園

小学生のための国際理解講座
世界まなびじゅく２０１５

第 1回　ベトナム
ベトナムの４人のゲストと一緒に遊びましょう
時  7月18日（土）10時～12時
所  自主活動センターきずな　２階会議室
対  小学生　定  30人　〆  ７月9日（木）
￥ 甲賀市国際交流協会�
会員　５００円　非会員　３００円

持  筆記用具 
問  申甲賀市国際交流協会　
☎６３−８７２８

子育て広場　『うちわ作り』
時  ７月１６日（木）１０時３０分～１１時３０分
所  かえで会館　学習室
内  うちわ作り　定  先着１５組
対  市内の未就園児と保護者
持  材料費１００円、のり、はさみ、
カラーペン（油性）

方  かえで会館に電話で
受  ７月１日（水）９時から
問  申  かえで会館
☎８６−４３６３／ ８６−４９５８

わくわく☆チャレンジクラブ
『ゼリー作り』

時  ７月１１日（土）１０時～１２時
所  かえで会館　調理実習室
内  ゼリー作り
対  市内の小学生　定  先着１５人
持  材料費２００円、三角巾、エプロン、
マスク、上靴、ハンドタオル、お茶

方  かえで会館に電話で
受  ７月１日（水）９時から
問  申  かえで会館
☎８６−４３６３／ ８６−４９５８

定  約２０人　〆  ７月10日（金）
￥ 無料　講  病院スタッフ　他
問  申  信楽中央病院
☎８２−０２４９／ ８２−３０６０

男女共同参画講座

仕事も家庭もよくばり女子の仕事術
～女性のチャレンジ応援～
時  ８月５日（水）１３時～１５時
所  喫茶「おわしす」（かふか生涯学習館内）
講  ファシリテーター／仲

なかむら

村直
な お み

美さん�
（大塚電子株式会社　滋賀工場長）

対  働いている女性　定  ２０人
持  名刺、喫茶「おわしす」飲食代350円
方  電話またはＦＡＸで
問  申  人権推進課　人権政策係
☎６５−０６９４／ ６３−４５８２

夏休みふれあい陶芸教室
時  ７月２５日（土）１０時～１２時
所  甲南ふれあいの館
定  ２５人(先着順)
￥ 大人・中学生　５００円　小学生
以下　４００円 （材料費を含む）

問  申  甲南ふれあいの館（月火休
館、１０時～１７時）
☎・ ８６−７５５１

東海道伝馬館　夏休みお話会
時  7月29日（水）10時～12時
所  東海道伝馬館
内  朗読ボランティアグループ「つ
くしんぼ」による絵本の読み聞
かせ・紙芝居・しゃぼん玉遊び

対  小学生以上　※ 予約不要
持  汗拭きタオル・水筒　￥ 無料
問  申  東海道伝馬館（月火休館）
☎・ 66−2770

創業33年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200
あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127
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「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ		 http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ	 http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

問い合わせ

甲賀広域行政組合消防本部　☎63-7930／ 63-7940

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

役
立
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

ＱA

�

　
国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
統
計
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
政
治
・
行
政
に
お
い

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
民
間

企
業
や
研
究
機
関
で
も
広
く
利
用
さ
れ
、

国
民
生
活
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。�

◦
法
定
人
口
と
し
て
の
利
用�

　
衆
議
院
小
選
挙
区
の
画
定
・
比
例
代
表

区
の
議
員
定
数
・
地
方
交
付
税
の
交
付
額

の
配
分
な
ど�

◦
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
の
利
用�

　

少
子
高
齢
化
の
将
来
予
測
・
地
域
の
人

口
の
将
来
見
通
し
・
防
災
計
画
の
策
定
な
ど

◦
公
的
統
計
の
基
礎�

　
日
本
の
将
来
人
口
推
計
・
地
域
別
の
人

口
推
計
・
国
民
経
済
計
算
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど

の
統
計
）
な
ど�

◦
民
間
企
業
等
で
の
利
用�

　
民
間
企
業
で
も
経
営
判
断
な
ど
に
国
勢

調
査
の
統
計
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
新
し
い
店
舗
の
立
地
を
検
討
す
る

場
合
、
地
域
の
人
口
規
模
や
年
齢
構
成
な

ど
を
分
析
判
断
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
展
開
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
、

国
勢
調
査
は
な
く
て
も
済
む
の
で
は
。

ＱA

�

　
例
え
ば
、
災
害
時
の
対
策
な
ど
を
想
定

す
る
際
に
は
、
そ
の
区
域
に
実
際
に
居
住

し
て
い
る
人
や
通
勤
・
通
学
す
る
人
た
ち

の
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
生
活
実
態

に
即
し
た
行
政
運
営
の
基
準
と
な
る
統
計

と
し
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
よ
り
も
国
勢

調
査
の
デ
ー
タ
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

今
年
は「
平
成
27
年
国
勢
調
査
」の
年

　
国
勢
調
査
は
、日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る
、国
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
５
年
に
一
度

行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課　
総
務
統
計
係

☎
６
５‐０
６
６
３
／

６
３‐４
５
６
１

今後も国勢調査について
お知らせしていきます。

そ
の
２

　
「
富
国
強
兵
」
と
「
殖
産
興
業
」
は
明

治
政
府
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
当
時
の
国

民
全
体
を
鼓
舞
し
た
精
神
で
も
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
岡

製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
な
ど
は
国
レ
ベ

ル
の
動
き
で
す
が
、
各
地
で
も
「
富
国
」

が
叫
ば
れ
ま
す
。
近
代
化
の
な
か
で
と
く

に
農
業
が
国
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
土

台
と
な
り
、
農
村
や
農
民
が
そ
の
担
い
手

で
あ
る
こ
と
が
自
尊
心
と
と
も
に
強
く
意

識
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
農
事
改
良
と
い
う

形
で
各
地
に
展
開
し
ま
し
た
。

　
甲
賀
市
域
で
も
、
日
清
・
日
露
両
戦
争

を
経
た
明
治
後
半
か
ら
、
溜
池
造
成
な
ど

の
基
盤
整
備
、
農
法
や
品
種
の
研
究
改
良
、

農
会
の
結
成
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
当
時
の
青

年
会
で
す
。
例
え
ば
葛か

づ
ら
木き

青
年
会
（
明
治

二
十
七
年
創
立
）
で
は
、
独
自
に
農
産
物

品
評
会
を
開
催
。
会
誌
に
は
「
優
劣
を
較こ

う

差さ

し
無
言
の
指
導
た
ら
し
め
、
以も

っ

て
殖
産

興
業
を
全
般
に
普
及
」
す
る
こ
と
が
高
ら

か
に
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
寺
庄
村

農
会
の
設
立
に
先
ん
じ
る
も
の
で
、
一
青

年
会
の
企
画
に
も
か
か
わ
ら
ず
品
評
会
に

明
治
農
村
青
年
の
気
概

―『
市
史
』第
４
巻
の
記
述
か
ら
―

は
郡
内
各
地
か
ら
多
数
の
出
品
が
あ
り
、

表
彰
式
に
は
郡
長
も
参
加
、
米
や
麦
は
も

ち
ろ
ん
、
換
金
作
物
と
な
る
繭ま

ゆ

・
茶
・
蔬そ

菜さ
い

類
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
事

改
良
の
中
心
は
や
が
て
農
会
や
県
・
郡
の

農
業
試
験
場
へ
委
ね
ら
れ
ま
す
が
、
当
時

の
青
年
た
ち
の
熱
気
が
伝
わ
り
ま
す
。

【
甲
賀
市
史
販
売
場
所
】

〈
水
口
町
〉
T
S
U
T
A
Y
A
さ
ん
ぽ
う
ど
ー
・
山

川
書
店
・
山
田
書
店
・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ・道
の
駅
あ
い
の
土
山・土
山
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所
・
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈
甲
南
町
〉
ウ
イ
ン
グ
甲
南
店
・
市
史
編
さ
ん
室

〈
信
楽
町
〉
大
宝
堂
谷
川
書
店
・
信
楽
伝
統
産
業

会
館
・
信
楽
中
央
公
民
館

＊
ご
予
約
の
方
は
指
定
引
換
場
所
で
お
引
換
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

☎
８
６‐８
０
７
５
／

８
６‐８
２
１
６

市

小
径

史
の

70

▲葛木青年会（『葛木青年会三十年史』）

火災 救急 救助 その他
甲賀市 ３０件 １，４１８件 ２７件 ５６件
前年比 ＋ ６件 ▲１２０件 ＋1件 ▲ ６件

平成27年甲賀消防管内における各種災害の発生件数�（5月末現在）

　熱中症は、高温多湿の環境の中で、体内の水分や塩分などのバランスが崩れ、
体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどい時に
はけいれんや意識異状などのさまざまな症状をおこします。
　汗をかいたときだけではなく、のどが渇く前や暑いところに出る前から水分補
給をしておきましょう。自分で水が飲めなかったり、脱力感が強く、動けないとき、
意識障害などの症状がある場合は、ためらわず救急車を呼んでください。

■ 熱中症は予防が大切です
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甲賀市の人口の推移

総数 ９２，４９５ （－５２）人

男 ４５，９７９ （－３４）人

女 ４６，５１６ （－１８）人

世帯数 ３４，０１３ （＋１８）世帯

H27.5.31 現在　（ ）内は前月比

７月の延長窓口は
７日、１４日、２１日、２８日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民
センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発行
等を夜の７時まで延長しています。
※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
☎ 65‐0683 65‐6338

私の
「であい・こうか八景」

このコーナーでは、市内の
保育園・幼稚園・小中学校の
児童や生徒が描いた絵を
順次紹介していきます。

自然保護のため、この広報紙は再生紙および石油系成分の少ない植物油性インキを使用しています。

広報 あいこうか
7月1日号 【No.241】 
2015.7.1 発行

問い合わせ ： 広報課☎65‐0675／ 63‐4619
「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコン
テストにご応募いただいた作品を紹介します。

【入選】甲賀の里を望む　「お堀の春」
富
とみもと

本武
たけとも

且さん（水口町山）　撮影場所：水口城付近

【入選】陶都の山容　「三筋の滝」
長
はせがわ

谷川悟
さとる

さん（栗東市小柿）　撮影場所：信楽町　田代川

綾野天満宮
綾野小学校　５年１組　松

まつ

井
い

笙
しょう

吾
ご

さん

私のお気に入りのシャツを描く
水口中学校　１年３組　松

まつ

下
した

一
いっ

輝
き

さん

絵のべん強をしたよ
信楽小学校　３年　松

まつ

本
もと

菜
な

瑚
こ

さん


